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受動喫煙に関する科学的知見及び見解 

環境中たばこ煙（ETS）の成分 

副流煙は、煙草の発火点から直接立ち上ることによる温度の差から、主流煙の数倍ないしそ

れ以上の有害物質を含んでおり、非常に危険であると警告されている。米国環境保護局(EPA)は、

環境たばこ煙を A クラスの発癌性物質に分類している。タバコ会社自身による実験においても、

種々の発癌性物質の濃度が、主流煙よりも副流煙において高いことが示されている[１]。 

ETSによる発癌のメカニズムにかかる論文 

 環境たばこ煙成分をマウスの皮膚に塗ったり、ラットの肺に移植することで、またハムスターに

煙を吸入させることで、癌の発生が観察された。これらや他の研究など、動物実験では環境た

ばこ煙が癌を発生させると言える十分なデータが出されている（[２][３]など）。 

 環境たばこ煙は、ニコチン、ナフチルアミン、ニトロソアミン、ベンゼン、アンモニア、ホルムアル

デヒド、ベンツピレン、一酸化炭素、鉛、ポロニウムなど約 4000種類の化学物質を含み、うち

69種類は発癌物質と同定されている[４]。その他に、多量の微粒子を含んでいる。 

 環境たばこ煙中の発癌物質は、細胞中の DNAやアルブミンと結合する。それらタバコ固有の

発癌物質の代謝物が、例えば 4-(methylnitrosamino)-1-(3-pyridyl)-1-butanone／NNK に

ついて、環境たばこ煙にさらされた非喫煙者の尿中に増加していることが少なくとも 5つの研

究（[５][６]など）で示された。 

 受動喫煙していない肺癌女性と比べ、受動喫煙していた肺癌女性には、グルタチオン S-トラン

スフェラーゼM1遺伝子において活性のない null型をホモで持つ人が有意に多かった[７]。（グ

ルタチオン S-トランスフェラーゼ M1は、環境たばこ煙中の発癌物質の解毒作用を持つと考え

られており、その活性を下げる変異は、癌発生を促進しうることになる） 

受動喫煙によって発癌物質を吸引し、人体細胞の DNAが変異し、発癌に至るとされている． 

ETS及び受動喫煙に関する報告・論文 

 （単独研究）1981年に平山雄により、受動喫煙と肺癌による死亡の関連を示す論文が発表さ

れた（いわゆる平山論文）[７]。 

 （単独研究）1998年の IARCの疫学調査では 74歳までの肺癌と関連疾患者 650人の患者

に対して受動喫煙の聞き取り調査を行った。欧州 7カ国 12施設での患者たちは生涯 400本

以上喫煙をしたことが無い者が選ばれ、調査が行われた。結論として幼年期に於ける ETSで

の肺癌に掛かる危険性を見出せずとの報告が行われ、15年以上の期間が開いた患者たちに

は有意性が認められなかったとの論文が発表されている[８]。 

2000年 4月 8日付けランセット（The Lancet）で、カリフォルニア大学サンフランシスコの研究者達が

フィリップ・モリス社及び他のたばこ会社の内部資料を検証した結果、たばこ産業側がメディアにデマを

流すなど、論文の解釈に混乱と論争を引き起こすよう画策し、IARC の受動喫煙についての調査研究を

妨害していた旨の報告を行っている
[９]。 

 （研究総括報告）2002年 IARCは「受動喫煙は人に肺癌を起こすと結論づける十分な証拠が

ある」と報告した[１0]。 
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 （研究総括報告）カリフォルニア州環境保護庁は ETSは毒性を持つ空気汚染因子と報告[１1]。 

 （単独研究）2003年UCLAの研究者 James E Enstromとニューヨーク州立大学ストーニーブ

ルック校Geoffrey C Kabat準教授による論文が、英医学誌 BMJに掲載された（これより以前

に、同研究は統計上の瑕疵のため、別の学術誌への論文掲載を却下されている[１2]）。1959

年末から 1998年まで追跡調査を行った成人 118,094人を対象とし、特に研究対象の中で喫

煙者の配偶者を持つ非喫煙者 65,561人に焦点をあて、冠状動脈性心臓病・肺癌・慢性閉塞

性肺疾患による調査をした疫学研究。調査期間は 39年間にわたる長期のコホート研究であ

る。結果として軽微な影響はあるものの ETS とたばこに関連する死亡率の因果関係を示して

いない。ETS曝露による虚血性疾患・肺癌との関連性は一般に考えられているより小さいかも

しれないとの論文が発表されている[１3]。 

この論文を伝えたガーディアン紙など英各紙は、Enstrom 氏がたばこ会社から研究資金を受けていることを指摘。

この研究の利害からの中立性や、研究そのものの科学的な妥当性に関しては、米国ガン協会（ACS）のものをはじ

めとした批判が発表当初から存在した
[１4]
。 

 （研究総括報告）2006年米国公衆衛生総監報告書で「受動喫煙は小児および成人において、

疾病や早死を起こす」と報告した[１5]。 

 （単独研究）2007年の米国神経学会（AAN）の年次集会において、米カリフォルニア大学バー

クレー校統計学の Thaddeus Haight氏が受動喫煙は「アルツハイマー病などの認知症リスク

を高めると報告した。長期の心血管健康調査に登録した約 3,600人のデータを評価し、心血

管疾患も認知症も認めない 985人の喫煙未経験者と、受動喫煙に平均 28年間曝露された

495人とを比較した。6年間の追跡調査の結果、受動喫煙に 30年以上曝露された高齢者が

認知症になる可能性は曝露のない人に比べ、約 30%高く、心血管疾患を有する人が受動喫

煙に長期間曝露された場合には、認知症リスクがほぼ 2倍に増大した。このほか、心血管疾

患と診断されていなくとも、頸動脈に狭窄などの異常が認められ、受動喫煙に曝露された人の

認知症リスクは、どちらもない人の 2.5倍になることも示された[16]。 

 （単独研究）2007年 9月 4日、欧州心臓学会議において、2004年 3月に世界で初めて職場

での禁煙制度を全国的に導入したアイルランドでは、同制度導入後の 1年間で、心臓発作の

件数が約 1割減少したことについて、コーク大学病院の研究チームが発表している。エドモン

ド・クローニンが率いる同チームは、同国南西部の公立病院に心臓発作で入院した患者数を

調査。禁煙制度導入後の 1年で 11%減ったことが明らかになったとしている[17]。 

 

たばこ会社の見解[各社 HPより] 

日本たばこ産業（JT）[18]
 

 環境中たばこ煙は、喫煙者が吸入した煙（主流煙）の吐出煙と、たばこの先端から出る煙（副

流煙）とが、空気中で拡散し、薄められたものです。また、このような環境中のたばこ煙を喫煙

者の周囲の人が吸い込むことを「受動喫煙」と呼ぶことがあります。  

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-70
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-74
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-76
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-77
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E3%81%9F%E3%81%B0%E3%81%93%E7%94%A3%E6%A5%AD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-78
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 環境中たばこ煙は、周囲の方々、特にたばこを吸われない方々にとっては迷惑なものとなるこ

とがあります。また、気密性が高く換気が不十分な場所では、環境中たばこ煙は、眼、鼻およ

び喉への刺激や不快感などを生じさせることがあります。このため、私たちは、周囲の方々へ

の気配り、思いやりを示していただけるよう、たばこを吸われる方々にお願いしています。また

私たちは、公共の場所等での適切な分煙に賛成し、極的に支援しています。  

 一方、環境中たばこ煙は非喫煙者の疾病の原因であるという主張については、説得力のある

形では示されていません。環境中たばこ煙への曝露と非喫煙者の疾病発生率の上昇との統

計的関連性は立証されていないものと私たちは考えています。また、環境中たばこ煙は、空気

中で拡散し、薄められているので、喫煙者が吸い込む煙中の成分の量と比べると、非喫煙者

が吸い込む量は極めて少ないものです。動物で発がん性を評価する試験においても、環境中

のたばこ煙により、腫瘍を発生させることは極めて困難です。 

 なお、乳幼児、子供、お年寄りなどについては、特段の配慮が必要です。例えば乳幼児や子

供に関しては、未就学期における環境中たばこ煙への曝露と喘息の悪化等の呼吸器症状と

の関連性について報告した疫学研究が多数あります。乳幼児、子供、お年寄りなどは環境中

の物質による刺激に対して特に敏感であったり、自分で意思表明をしたり場所を移動したりす

ることが難しい場合があるため、その周りでの喫煙は控えることをお勧めします。  

フィリップ・モリス社[19]
 

環境中たばこ煙とは、火のついたたばこの先端から出る煙と、喫煙者が吐き出す煙を合わ

せたもののことをいいます。  

環境中たばこ煙は、成人の非喫煙者に肺がんや心臓病などの疾病を、また子供たちに喘息、

呼吸器感染、咳、喘嗚、中耳炎、乳幼児突然死症候群などを引き起こすと、公衆衛生当局は結

論づけています。 さらに、環境中たばこ煙は成人の喘息を悪化させるおそれがあり、目、喉、

鼻の炎症の原因にもなりうると結論づけています。  

 WHO は、「環境中たばこ煙は健康に害があり、成人にがんや心臓病、その他重大な疾病を

引き起こす」とウェブサイト上で述べており情報提供を行っています。  

喫煙による健康への影響と共に、環境中たばこ煙が健康に及ぼすリスクに関する公衆衛生

当局の結論は、広く周知される必要があります。 そして、たばこの煙がある場所に居るかどう

か、また喫煙者であれば、いつどこで喫煙するかについては、こうした公衆衛生当局の見解を

基に判断されるべきです。 また、喫煙者の皆様には、子どもや妊婦の周りでは喫煙を控えるよ

う、お願い申しあげます。  

 

ブリティッシュ・アメリカン・タバコ（BAT）[２0]
 

 世界保健機関、米国公衆衛生局（the United States Surgeon General）や、その他の公衆衛生

機関は、受動喫煙または間接喫煙が肺がんや心臓病、児童の呼吸器疾患などの様々な疾病

の原因の一つになると結論づけています。 

 これらの機関は、受動喫煙がどの程度であれば安全なのかは明らかではないとし、公共の場

での喫煙を禁止することが、最善の公衆衛生対策になると報告しています。 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%BB%E3%83%A2%E3%83%AA%E3%82%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-79
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%83%A1%E3%83%AA%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%BF%E3%83%90%E3%82%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-80
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ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・グループ（以下、グループ）の科学的見解 

 受動喫煙に伴うリスクは疫学的調査で測定されています。これら調査の大半はアンケートを用

い、「喫煙者と結婚している非喫煙者の女性」と「非喫煙者と結婚している非喫煙者の女性」に

おける肺がん等の罹患率を比較しています。 

 肺がんに関しては、大規模な調査の結果、長期にわたり受動喫煙に曝されている非喫煙者の

相対的リスクは 1.3 であることが報告されています。相対的リスク 1はリスクのないことを意味

します。長期にわたる喫煙から起こる肺がん罹患の相対的リスクは 20 以上です。 

 心臓疾患についても、受動喫煙に曝されている非喫煙者の相対的リスクは、約 1.3 であること

が大規模な調査結果により報告されています。喫煙者の心臓疾患罹患の相対的リスクは 3～

5 です。 

 多くの疫学者は、相対的リスクが 2未満では疾患との関連性が弱く、関連性が強い場合と比

べると数値化するのが難しいとの見解を示しています。おそらく、個々の調査で報告されてい

る相対的リスクが 2未満であるため、大半の調査が統計的有意性に達していないと思われま

す。 

 両親が喫煙者の 児童の呼吸器疾患調査と、受動喫煙が喘息の症状を悪化させるかどうか

についての研究で、受動喫煙は児童の呼吸器疾患のリスクを高める可能性があり、また喘息

の症状がある人は、その症状を悪化させる可能性があることを示唆しています。 

規制に対するグループの取り組み 

 グループは、非喫煙者と喫煙者双方の利益を調整し、また非喫煙者が心ならずも受動喫煙に

曝されることになる状況を極小化させるための規制を支持します。 

 また、公共の場の屋内における喫煙を制限することを支持し、規制の必要性を認識していま

す。禁煙エリアを設置するとともに、喫煙者には喫煙場所を提供するなど、現実的な取り組み

を支援しています。 

 

日本政府（厚生労働省）の見解 

2009年 3月 24日に厚生労働省は、「受動喫煙防止対策のあり方に関する検討会報告書」を発

表した[２1]。この報告書では、受動喫煙が死亡、疾病及び障害を引き起こすことは科学的に明らかで

あること、また、受動喫煙を防止するため公共的な空間での喫煙を規制した国や地域から、規制後、

急性心筋梗塞等の重篤な心疾患の発生が減少したとの報告が相次いでなされているとし、我が国

においても、受動喫煙防止対策を一層推進し、実効性の向上を図る必要があるとしている。 

2010年 2月 25日の厚生労働省健康局長通知[２2]。で、今後の受動喫煙防止対策の基本的な方

向性として「多数の者が利用する公共的な空間については、原則として全面禁煙であるべきである。

一方で、全面禁煙が極めて困難な場合等においては、当面、施設の態様や利用者のニーズに応じ

た適切な受動喫煙防止対策をすすめることとする。」としている。 

 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-83
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8F%97%E5%8B%95%E5%96%AB%E7%85%99#cite_note-83
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